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「花影」深沢幸雄

日本の文化を紹介する中学生

　
昨
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
十

一
月
六
日
に
か
け
、
香
美
市
内

中
学
生
十
人
、
引
率
二
人
（
計

十
二
人
）
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

フ
ロ
リ
ダ
州
・
ラ
ー
ゴ
中
学
校

へ
の
短
期
留
学
を
行
い
ま
し
た
。

 

現
地
で
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り

な
が
ら
、
市
庁
舎
・
関
係
機
関

の
表
敬
訪
問
、
ラ
ー
ゴ
中
学
校

で
の
授
業
参
加
・
日
本
文
化
の

紹
介
等
、
充
実
し
た
研
修
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

十
二
月
二
十
五
日
の
子
ど
も

議
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
報

告
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
感
想

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

蘆
ラ
ー
ゴ
市
は
、
町
並
み
も
空

も
海
も
全
部
き
れ
い
で
し
た

が
、
一
番
私
が
き
れ
い
だ
と

感
じ
た
の
は
、
人
の
心
で
す
。

蘆
今
度
は
、
も
っ
と
積
極
的
に

話
せ
る
よ
う
に
、
英
語
の
勉

強
に
力
を
い
れ
た
い
で
す
。

こ
の
経
験
を
私
の
将
来
に
活

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

蘆
初
め
て
、
言
葉
の
重
要
性
を

身
を
持
っ
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
た
ち
の
や
さ
し
さ
や
笑

顔
か
ら
は
、
「
お
も
て
な
し
」

の
心
を
学
び
ま
し
た
。
娘
の

よ
う
に
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ

て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

  

今
回
の
短
期
留
学
実
施
に
あ

た
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
、

各
関
係
機
関
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

も
ラ
ー
ゴ
市
と
の
交
流
が
、
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
り
ま
す
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
香
美
市
教
育
委
員
会
）

香
美
市
の
中
学
生
が

姉
妹
都
市
ラ
ー
ゴ
中
学
校
短
期
留
学

　
日
本
を
代
表
す
る
二
人
の
銅

版
画
家
の
作
品
を
、
当
館
の
収

蔵
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

　
版
画
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
、
「
エ
ッ
チ
ン
グ
」
「
メ
ゾ

チ
ン
ト
」
「
ア
ク
ア
チ
ン
ト
」

等
の
言
葉
を
聞
か
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

す
べ
て
銅
版
画
の
技
法
名
で
す
。

深
沢
幸
雄
は
、
こ
れ
ら
の
技
法

を
独
学
で
学
び
、
独
自
の
詩
情

豊
か
な
カ
ラ
ー
銅
版
画
の
世
界

を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

中
林
忠
良
は
、
東
京
藝
術
大
学

で
駒
井
哲
郎
か
ら
銅
版
画
を
学

び
、
白
と
黒
の
腐
蝕
銅
版
画
を

追
求
し
、
自
然
を
銅
版
に
転
写
・

腐
蝕
す
る
『
転
位
』
シ
リ
ー
ズ

を
創
り
出
し
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
六
年
五
月
〜
六
月
に

か
け
て
、
当
館
で
「
深
沢
幸
雄

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
深
沢

幸
雄
の
半
世
紀
を
超
え
る
画
業

を
ふ
り
返
る
展
覧
会
で
し
た
が
、

一
千
百
点
を
超
え
る
膨
大
な
作

品
の
中
か
ら
、
ご
本
人
に
代
表

作
を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
の
開

催
で
し
た
。
今
回
は
、
当
館
で

の
展
覧
会
を
記
念
し
て
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
作
品
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。

　
中
林
忠
良
は
、
一
九
七
〇
〜

八
三
年
、
八
八
年
に
高
知
大
学

特
設
美
術
科
非
常
勤
講
師
と
し

て
来
高
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、

大
学
生
の
み
な
ら
ず
、
県
内
の

美
術
教
師
を
中
心
に
、
銅
版
画

の
指
導
を
受
け
た
人
も
多
く
、

高
知
で
の
銅
版
画
普
及
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ン

ピ
を
表
面
に
漉
き
込
ん
だ
版
画

用
紙
の
開
発
を
、
当
時
の
県
の

紙
業
試
験
場
（
現
・
高
知
県
立

紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）
と
手

漉
き
の
製
紙
技
術
者
と
共
に
開

発
し
、
ご
自
身
も
そ
の
紙
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　
銅
版
画
の
多
様
な
技
法
を
駆

使
し
、
独
特
の
世
界
を
創
り
上

げ
た
二
人
の
版
画
家
の
作
品
は
、

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

 

（
館
長
・
北
　
泰
子
）

収
蔵
品
を
中
心
に

 

「
深
沢
幸
雄
・
中
林
忠
良
展
―
銅
版
画
へ
の
二
人
の
挑
戦
」


